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－絶滅危惧植物を育てる－

ミズワラビ
高橋務

　ミズワラビは、水湿地、水田など浅い水中に生える水性　　　ラビは殖えているのかもしれない、としているのである。一

のシダ植物、シダとしては例外的な一年生。世界の熱帯か　　　読して、新潟平野も同じょうな状況ではないかと思い、早々

ら暖温帯に広く分布し、日本では本州中南部（新潟県と茨　　　に近くの水田に行ってみた、驚いたことに、最初に入った

城県以西）、四国、九州に分布、新潟県内では聖1町（北限）、　　　水田にミズワラビが見つかった。翌日、2箇所の水田を見て

欄市港町、吉田町、齢町、大潟町の報告がある．　歩いたら・1箇所には多くの個緻が見つか・た・その後・

　私がミズワラビを初めて見たのは、1987年に新潟市鳥屋野　　　坪谷富男さんと加茂市の水田2箇所見て歩いた、結果として

潟の植物調査に参加した時で、鳥屋野潟の周辺の水田、休　　　は、時期的に遅く、見て歩いた範囲も限られていて、田上

綴騨青していたもの罐野潟の植物の中で囎醐報器簾・化され・い…r

二度目1、ミズワラビを見たのは、1998年、趾町錫で、　トラクター・・ンバイ・の轍の水勧状の所で・生育は良

草丈10c田にも達しない目立たないものに気付いたのは、以前　　　好で、個体数多く、草丈（胞子葉）は10c皿を超えるものもあ

に見たことがあったためであるが、生育環境はスギ林の山　　　った。

裾に造成された園地の人工の池の縁で、生育環境としては　　　　杉本・佐藤・鳴橋（2000）が、ミズワラビにっいて富山平

全く違っていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野で指摘したことは、新潟平野にもあてはまると思われる。

　ユ999年以降、田上町土場のミズワラビ自生地には、何度も　　　新潟平野においては、ミズワラビの分布は海岸部の低湿地

足を運ぶが、生育場所は周辺から栽植されたシバが増殖し　　　とされているが、水田は植物調査の盲点で、沿岸地方の水

て狭まり、スギナ、コアゼテンツキ、ヒメクグなどが生じ、　　田地帯に注目すれば、広い範囲に分布が見られるのではな

ミズワラビの発生はみられなくなった。　　　　　　　　　　いだろうか。

　ミズワラビの新産地が、見つかったのに、すぐに消滅し　　　　ミズワラビが新潟平野に殖えているということになれば、

てしまったが、なぜこんな所に生じたのか疑問が残り、周　　　レッドデータブックから除かれるこになるであろうし、絶

辺に生育地があるのではないかと、同じ谷筋（羽生田川沿　　　滅危惧植物を育てるという意味もなくなるが、ミズワラビ

い）の数年前まで耕作していた水田跡を探してみたが見っ　　　がなぜ殖えたのかという新たな問題が提起されたことにな

からなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なにはともあれ、ミズワラビを育てる親株、一年生の水

　私は、水性のシダ数種を栽培している。ミズワラビは、水　　　性シダの生活史を観察することの材料が簡単に得ることが

性のシダ、一年生のシダ、北限のシダ、準絶滅危惧のシダ　　　できるようになったことを喜んでいる。

という特色をもったものなので、ぜひぜひ育ててみたいと　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001．1．10．記）

思い、田上町土場で見っけた時に、1～2本採取し、水湿を

…よ・・した鉢・…お・…翌年・発生・なか懸難灘，繍』．．・　．

山間部の村を除く市町村170箇所で採集されたとの報告で、　　　　写真1田上町羽生田の水田に生育するミズワラビ

ミズワラビは本当に減ってきているのであろうかと疑問視

し、水田生育環境の変化や除草剤耐性など考慮し、ミズワ
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　　　　　　　　　　　　　　　がある

図1　ミズワラビの全形
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